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　海水中のリンを選択的に吸着できる新規材料と

して開発された新規Zr含有層状化合物Zr-MgAl-

LDHは、二元系層状化合物MgAl-LDHのLDH層内

にZrイオンが挿入されることにより、LDH層のプ

ラスチャージが増え、特異的なリン吸着特性が生

じると考えられてきた。しかし、この新規Zr-MgAl-

LDHの構造解析は行われていなかった。そこで本

研究では、X線回折法及びX線吸収分光分析法によ

る新規Zr含有層状化合物Zr-MgAl-LDHの構造解析

を試み、その特異的なリン吸着特性のメカニズム

について検証した。

　Zr-MgAl-LDHのX線回折測定により、Zr-MgAl-

LDHはLDH構造とアモルファス構造の双方を有

することが確認できた。また、W管球を備えたラ

ボＸ線吸収分光分析装置を用いたX線吸収分光分

析によりZr-MgAl-LDH中のZrの近接構造を評価し

たところ、Zr-MgAl-LDH中のZrはアモルファス

ZrO2構造で存在していることが示された。

　Zr-MgAl-LDHは、二元系層状化合物MgAl-LDH

とアモルファスZrO2からなることが新たに示され

た。このアモルファスZrO2がZr-MgAl-LDH材料の

特異的なリン吸着特性に関係していると考えられ

る。
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（本研究に用いたＸ線回折装置は、平成16年度競輪

の補助金（日本自転車振興会）により整備された。

また、Ｘ線吸収分光分析装置は、JST、京都府地

域結集型共同研究事業により整備された。）


